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　陶磁器は，トラディショナルセラミックスとして，その技術・技法によせられ
る関心は本協会ならではのものである．陶磁器の産地は日本各地にあり，本協会
ウェブサイトでも「日本のやきもの」に関するページで詳細が紹介されている．
特に産地においては，窯業試験場を源流とする公設試験研究機関が存在し，各地
のさまざまな特色をもった陶磁器に関する試験・研究が行われている．陶磁器に
関する特集はこれまでも定期的に組まれてきており，関心をもたれるトピックス
である．さらに，2020 年には JIS で「ボーンチャイナ製食器の洗浄に対する化
学的耐久性試験方法（JIS S 2403）」が制定され，それに関連して陶磁器を食洗
機で使用できるようにする検討も行われている．そこで本特集では，陶磁器研究
に関する最近の動向を紹介する．
� （特集担当委員：吉岡朋彦・濱崎喜仁・前浪洋輝・立木翔治・中村真紀・小幡亜希子）
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